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第
百
六
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
判
決
で
確
定
し
た
権
利
の
消
滅
時
効
）

第
百
六
十
九
条

確
定
判
決
又
は
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
も
の
に
よ
っ
て
確
定
し
た
権
利
に
つ
い
て
は
、

十
年
よ
り
短
い
時
効
期
間
の
定
め
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
時
効
期
間
は
、
十
年
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
確
定
の
時
に
弁
済
期
の
到
来
し
て
い
な
い
債
権
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
百
七
十
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
か
ら
第
百
七
十
四
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
七
十
条
か
ら
第
百
七
十
四
条
ま
で

削
除

第
百
七
十
四
条
の
二
を
削
る
。

第
二
百
八
十
四
条
第
二
項
中
「
中
断
」
を
「
更
新
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
停
止
の
原
因
」
を
「
完
成
猶
予
の

事
由
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
十
一
条
中
「
第
百
六
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
百
六
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
十
二
条
中
「
中
断
又
は
停
止
」
を
「
完
成
猶
予
又
は
更
新
」
に
改
め
る
。

第
三
百
十
六
条
中
「
賃
貸
人
は
、」の
下
に
「
第
六
百
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
加
え
る
。

第
三
百
五
十
九
条
中「（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
号
）」を
削
る
。

第
三
百
六
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
百
六
十
三
条

削
除

第
三
百
六
十
四
条
の
見
出
し
中
「
指
名
債
権
」
を
「
債
権
」
に
改
め
、
同
条
中
「
指
名
債
権
を
質
権
の
目
的
と
し
た

と
き
」
を
「
債
権
を
目
的
と
す
る
質
権
の
設
定
（
現
に
発
生
し
て
い
な
い
債
権
を
目
的
と
す
る
も
の
を
含
む
。）」
に
改

め
、「
第
三
債
務
者
に
」
の
下
に
「
そ
の
」
を
加
え
る
。

第
三
百
六
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
百
六
十
五
条

削
除

第
三
百
七
十
条
た
だ
し
書
中
「
第
四
百
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
債
権
者
が
債
務
者
の
行
為
を
取
り
消
す
」
を
「
債

務
者
の
行
為
に
つ
い
て
第
四
百
二
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
詐
害
行
為
取
消
請
求
を
す
る
」
に
改
め
る
。

第
三
百
九
十
八
条
の
二
第
三
項
中
「
債
権
又
は
」
を
「
債
権
、」に
改
め
、「
請
求
権
」
の
下
に
「
又
は
電
子
記
録
債
権

（
電
子
記
録
債
権
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
記
録
債
権
を
い
う
。
次
条
第

二
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
三
百
九
十
八
条
の
三
第
二
項
中
「
手
形
上
又
は
」
を
「
手
形
上
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
請
求
権
」
の
下
に
「
又
は

電
子
記
録
債
権
」
を
加
え
る
。

第
三
百
九
十
八
条
の
七
第
三
項
中
「
又
は
債
務
者
」
を
削
り
、「
と
き
は
、
そ
の
当
事
者
は
、
第
五
百
十
八
条
」を「
場

合
に
お
け
る
更
改
前
の
債
権
者
は
、
第
五
百
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

元
本
の
確
定
前
に
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
債
権
者
も
、
同
様
と
す
る
。

第
三
百
九
十
八
条
の
七
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

元
本
の
確
定
前
に
免
責
的
債
務
引
受
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
債
権
者
は
、
第
四
百
七
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
根
抵
当
権
を
引
受
人
が
負
担
す
る
債
務
に
移
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
百
条
中
「
す
る
ま
で
、」の
下
に
「
契
約
そ
の
他
の
債
権
の
発
生
原
因
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
定

ま
る
」
を
加
え
る
。

第
四
百
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
受
領
遅
滞
）

第
四
百
十
三
条

債
権
者
が
債
務
の
履
行
を
受
け
る
こ
と
を
拒
み
、
又
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
債
務
の
目
的
が
特
定
物
の
引
渡
し
で
あ
る
と
き
は
、
債
務
者
は
、
履
行
の
提
供
を
し
た
時
か
ら
そ
の
引
渡
し
を

す
る
ま
で
、
自
己
の
財
産
に
対
す
る
の
と
同
一
の
注
意
を
も
っ
て
、
そ
の
物
を
保
存
す
れ
ば
足
り
る
。

２

債
権
者
が
債
務
の
履
行
を
受
け
る
こ
と
を
拒
み
、
又
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
履
行
の

費
用
が
増
加
し
た
と
き
は
、
そ
の
増
加
額
は
、
債
権
者
の
負
担
と
す
る
。

第
四
百
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
履
行
遅
滞
中
又
は
受
領
遅
滞
中
の
履
行
不
能
と
帰
責
事
由
）

第
四
百
十
三
条
の
二

債
務
者
が
そ
の
債
務
に
つ
い
て
遅
滞
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
間
に
当
事
者
双
方
の
責
め
に
帰
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
債
務
の
履
行
が
不
能
と
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
履
行
の
不
能
は
、
債
務
者

の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

債
権
者
が
債
務
の
履
行
を
受
け
る
こ
と
を
拒
み
、
又
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
履
行
の
提
供

が
あ
っ
た
時
以
後
に
当
事
者
双
方
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
債
務
の
履
行
が
不
能
と

な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
履
行
の
不
能
は
、
債
権
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

第
四
百
十
四
条
第
一
項
中
「
そ
の
強
制
履
行
」
を
「
民
事
執
行
法
そ
の
他
強
制
執
行
の
手
続
に
関
す
る
法
令
の
規
定

に
従
い
、
直
接
強
制
、
代
替
執
行
、
間
接
強
制
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
履
行
の
強
制
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第

三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
四
百
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
）

第
四
百
十
五
条

債
務
者
が
そ
の
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
い
と
き
又
は
債
務
の
履
行
が
不
能
で
あ
る
と
き

は
、
債
権
者
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
債
務
の
不
履

行
が
契
約
そ
の
他
の
債
務
の
発
生
原
因
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
損
害
賠
償
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
債
権
者
は
、
次
に
掲
げ
る
と
き

は
、
債
務
の
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

債
務
の
履
行
が
不
能
で
あ
る
と
き
。

二

債
務
者
が
そ
の
債
務
の
履
行
を
拒
絶
す
る
意
思
を
明
確
に
表
示
し
た
と
き
。

三

債
務
が
契
約
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
契
約
が
解
除
さ
れ
、
又
は
債
務
の
不
履
行

に
よ
る
契
約
の
解
除
権
が
発
生
し
た
と
き
。

第
四
百
十
六
条
第
二
項
中
「
予
見
し
、
又
は
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
を
「
予
見
す
べ
き
で
あ
っ
た
」に
改
め
る
。

第
四
百
四
条
中
「
年
五
分
と
す
る
」
を
「
そ
の
利
息
が
生
じ
た
最
初
の
時
点
に
お
け
る
法
定
利
率
に
よ
る
」に
改
め
、

同
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

２

法
定
利
率
は
、
年
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
定
利
率
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
三
年
を
一
期
と
し
、
一
期

ご
と
に
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
変
動
す
る
も
の
と
す
る
。

４

各
期
に
お
け
る
法
定
利
率
は
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
法
定
利
率
に
変
動
が
あ
っ
た
期
の
う
ち
直
近
の
も
の
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
直
近
変
動
期
」
と
い
う
。）に
お
け
る
基
準
割
合
と
当
期
に
お
け
る
基
準
割
合
と
の
差
に
相
当

す
る
割
合
（
そ
の
割
合
に
一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。）を
直
近
変
動
期
に

お
け
る
法
定
利
率
に
加
算
し
、
又
は
減
算
し
た
割
合
と
す
る
。

５

前
項
に
規
定
す
る
「
基
準
割
合
」
と
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
各
期
の
初
日
の
属
す
る
年
の
六

年
前
の
年
の
一
月
か
ら
前
々
年
の
十
二
月
ま
で
の
各
月
に
お
け
る
短
期
貸
付
け
の
平
均
利
率
（
当
該
各
月
に
お
い
て

銀
行
が
新
た
に
行
っ
た
貸
付
け
（
貸
付
期
間
が
一
年
未
満
の
も
の
に
限
る
。）に
係
る
利
率
の
平
均
を
い
う
。）の
合
計

を
六
十
で
除
し
て
計
算
し
た
割
合
（
そ
の
割
合
に
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
る
。）と
し
て
法
務
大
臣
が
告
示
す
る
も
の
を
い
う
。

第
四
百
十
条
第
一
項
中
「
、
初
め
か
ら
不
能
で
あ
る
も
の
又
は
後
に
至
っ
て
不
能
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る
」
を
「
不

能
の
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
不
能
が
選
択
権
を
有
す
る
者
の
過
失
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
を
削
る
。

第
四
百
十
二
条
第
二
項
中
「
債
務
者
は
、」の
下
に
「
そ
の
期
限
の
到
来
し
た
後
に
履
行
の
請
求
を
受
け
た
時
又
は
」

を
、「
知
っ
た
時
」
の
下
に
「
の
い
ず
れ
か
早
い
時
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
履
行
不
能
）

第
四
百
十
二
条
の
二

債
務
の
履
行
が
契
約
そ
の
他
の
債
務
の
発
生
原
因
及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
不
能

で
あ
る
と
き
は
、
債
権
者
は
、
そ
の
債
務
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

契
約
に
基
づ
く
債
務
の
履
行
が
そ
の
契
約
の
成
立
の
時
に
不
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
第
四
百
十
五
条
の
規
定
に
よ

り
そ
の
履
行
の
不
能
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。




		2017-06-01T14:49:57+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




